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(57)【要約】
【課題】静電容量式タッチコントロール装置の検出方法
の提供。
【解決手段】静電容量式タッチコントロール装置の検出
方法において、該静電容量式タッチコントロール装置は
複数のトレースを具備するタッチパネルを有し、該複数
のトレースの第Ｎ本が第１タッチコントロールＩＣに接
続され、該複数のトレースの第Ｎ＋１本が第２タッチコ
ントロールＩＣに接続され、該検出方法は、境界部分の
該第Ｎ本のトレースのトレースの感応量を判断すること
により、境界部分の第Ｎ本のトレースの感応量が不正確
或いは小さくなる状況を防止する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、該静電容量式タッチコントロ
ール装置は複数のトレースを具備するタッチパネルを有し、該複数のトレース中の第Ｎ本
が第１タッチコントロールＩＣに接続され、該複数のトレース中の第Ｎ＋１本が第２タッ
チコントロールＩＣに接続され、該検出方法は、
　該第Ｎ本のトレースの前のそのうち少なくとも１本のトレースのアナログデジタル変換
値及び該第Ｎ本のトレースの後のそのうち少なくとも一本のトレースのアナログデジタル
変換値を取得するステップ、
　取得したアナログデジタル変換値により該第Ｎ本のトレースの感応量を決定するステッ
プ、
　を有することを特徴とする、静電容量式タッチコントロール装置の検出方法。
【請求項２】
　請求項１記載の静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、該第Ｎ本のト
レースの感応量を決定するステップでは、取得したアナログデジタル変換値を平均するこ
とにより該第Ｎ本のトレースの感応量を得ることを特徴とする、静電容量式タッチコント
ロール装置の検出方法。
【請求項３】
　請求項１記載の静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、取得したアナ
ログデジタル変換値に対して更にローバンドパスフィルタリングすることを特徴とする、
静電容量式タッチコントロール装置の検出方法。
【請求項４】
　静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、該静電容量式タッチコントロ
ール装置は複数のトレースを具備するタッチパネルを有し、該複数のトレース中の第Ｎ本
が第１タッチコントロールＩＣに接続され、該複数のトレース中の第Ｎ＋１本が第２タッ
チコントロールＩＣに接続され、該検出方法は、
　該第Ｎ本のトレースを走査して第１アナログデジタル変換値を得るステップ、
　第２アナログデジタル変換値を生成して該第Ｎ本のトレースの感応量となし、該第２ア
ナログデジタル変換値は該第１アナログデジタル変換値の関数となすステップ、
　を有することを特徴とする、静電容量式タッチコントロール装置の検出方法。
【請求項５】
　請求項４記載の静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、該第２アナロ
グデジタル変換値を生成するステップは、該第１アナログデジタル変換値に２を乗算して
該第２アナログデジタル変換値を生成することを特徴とする、静電容量式タッチコントロ
ール装置の検出方法。
【請求項６】
　静電容量式タッチコントロール装置の検出方法において、該静電容量式タッチコントロ
ール装置は複数のトレースを具備するタッチパネルと該複数のトレースを走査するための
複数のタッチコントロールＩＣを有し、該検出方法は、
　各一つの該タッチコントロールＩＣが毎回ただ１本のトレースを使用して充電放電を実
行してアナログデジタル変換値を取得するステップ、
　該アナログデジタル変換値を利用して使用するトレースの感応量を判断するステップ、
　を有することを特徴とする、静電容量式タッチコントロール装置の検出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種の静電容量式タッチコントロール装置に係り、特に一種の静電容量式タッ
チコントロール装置の検出方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　伝統的な応用では、大サイズの静電容量式タッチスクリーンはいずれも表面容量式セン
シング技術を使用している。但し表面容量式センシング技術はスクリーンの各端点に流れ
る一組の電流の違いにより手指の位置を判別し、これによりタッチパネルに接触する手指
の数が２本以上の時、報告される電流組数は１組であり、ゆえに一組の絶対座標位置しか
識別できず、例えば二次元マトリクスにあってわずかに一組のＸ，Ｙパラメータのみ報告
できるだけであるため、多指タッチコントロールの機能を達成することはできない。
【０００３】
　全てのタッチポイントを位置決め可能な（Ａｌｌ　Ｐｏｉｎｔｓ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂ
ｌｅ；ＡＰＡ）投影型容量センシング技術は多指タッチコントロールの機能を達成できる
が、それは各ポイントセンサに対して充電放電の動作を行なう必要があり、マトリクス形
状のタッチパネルでは、Ｘ軸とＹ軸のトレースが増加する時、ＡＰＡ型投影型容量式の画
素数は急激に増加し、このためフレームレートが下降し、ゆえに大サイズタッチパネルの
応用には不適用である。
【０００４】
　また、一種の軸交錯（Ａｘｉｓ　Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔ；ＡＩ）型表面容量式センシング
技術も同様に多指タッチコントロールの機能を達成可能である。図１には伝統的な小サイ
ズのタッチパネルに応用されるＡＩ型表面容量式センシング技術を示す。それは小サイズ
タッチパネル１０及びタッチパネル１０を走査するＡＩ型表面容量式タッチコントロール
ＩＣ１２を有する。最大で２２本のトレースを支援可能なＡＩ型表面容量式タッチコント
ロールＩＣ１２を例として説明すると、Ｘ軸及びＹ軸にそれぞれ１０本のトレースＴＲＸ
１～ＴＲＸ１０及びＴＲＹ１～ＴＲＹ１０を有する小サイズタッチパネル１０に応用する
時のフレームレートは悪くないものの、ＡＩ型表面容量式タッチコントロールＩＣ１２を
Ｘ軸及びＹ軸にそれぞれ４０本のトレースＴＲＸ１～ＴＲＸ４０及びＴＲＹ１～ＴＲＹ４
０を有する大サイズタッチパネル１４に応用する場合は、図２に示されるように、ＡＩ型
表面容量式タッチコントロールＩＣ１２が走査可能な総トレース数量を増加しなければな
らない。しかし、タッチコントロールＩＣ１２が毎回コンデンサに対して充電放電を行な
うために費やす時間は、全体のタッチパネル応用におけるフレームレートと較べて非常に
大きく、すなわちフレームレート問題はタッチコントロールＩＣ１２の各フレームでのコ
ンデンサに対する充電放電により決定され、ゆえに走査可能トレース数を増加する方法を
大サイズタッチパネル１４に応用すると、非常に大きな欠点を有することになり得る。す
なわち全体の応用上、フレームレートの下降が厳重となり、これにより応用端の性能に影
響が生じる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、本発明の静電容量式タッチコントロール装置の検出方法は一種の静電
容量式タッチコントロール装置の検出方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の検出方法が適用される静電容量式タッチコントロール装置は複数のトレースを
具備するタッチパネル及び該複数のトレースを走査する複数のタッチコントロールＩＣを
有する。そのうち、該複数のトレース中の第Ｎ本が該複数のタッチコントロールＩＣ中の
第１タッチコントロールＩＣに接続され、該複数のトレース中の第Ｎ＋１本が該複数のタ
ッチコントロールＩＣ中の第２タッチコントロールＩＣに接続される。本発明の静電容量
式タッチコントロール装置の検出方法は境界部分の該第Ｎ本のトレースの感応量を判断す
るのに用いられる。
【０００７】
　本発明のある実施例において、本発明の検出方法は、該第Ｎ本のトレースの前後の数本
のトレースのアナログデジタル変換値により該第Ｎ本のトレースの感応量を取得する。
【０００８】
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　本発明の別の実施例において、該検出方法はまず第Ｎ本のトレースに充電放電を行い第
１アナログデジタル変換値を取得し、さらに該第１アナログデジタル変換値より第２アナ
ログデジタル変換値を得て該第Ｎ本のトレースの感応量となし、そのうち、該第２アナロ
グデジタル変換値は該第１アナログデジタル変換値の関数とする。
【０００９】
　本発明のまた別の実施例において、該検出方法は各該タッチコントロールＩＣが毎回た
だ一本のトレースに充電放電することによりアナログデジタル変換値を取得し、並びに該
アナログデジタル変換値を利用して使用するトレースの感応量を決定する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の検出方法は、複数のトレースを具備するタッチパネル及び該複数のトレースを
走査する複数のタッチコントロールＩＣを有する静電容量式タッチコントロール装置に適
用され、そのうち、該複数のトレース中のＮ本が該複数のタッチコントロールＩＣ中の第
１タッチコントロールＩＣに接続され、該複数のトレース中の第Ｎ＋１本が該複数のタッ
チコントロールＩＣ中の第２タッチコントロールＩＣに接続され、本発明は境界部分の該
第Ｎ本のトレースのトレースの感応量を判断することにより、境界部分の第Ｎ本のトレー
スの感応量が不正確或いは小さくなる状況を防止する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図３は二つ以上のＡＩ型の投影型容量タッチコントロールＩＣを使用してタッチパネル
を走査する静電容量式タッチコントロール装置２０を示す。図４は図３の局部拡大図であ
る。該静電容量式タッチコントロール装置２０中、タッチコントロールＩＣ２４はタッチ
パネル２２中のトレースＴＲＸ１からＴＲＸ１０を走査し、タッチコントロールＩＣ２６
はタッチパネル２２中のトレースＴＲＸ１１からＴＲＸ２０を走査する。静電容量式タッ
チコントロール装置２０は複数のＡＩ型の投影型容量タッチコントロールＩＣを使用して
同時にタッチパネルを走査可能であり、これにより大サイズのパネルに応用する時、多指
タッチコントロール機能を具備するのみならず、良好なフレームレートを有する。小サイ
ズのタッチパネルの静電容量式タッチコントロール装置の検出方法では、一般に同時に２
本のトレースを選択してコンデンサに対して充電放電を行って該２本のトレースのアナロ
グデジタル変換（ＡＤＣ）値を取得し、続いてこの２本のトレースのＡＤＣ値を利用して
、より良好なＡＤＣ値を取得して、これら２本のトレースのうちの一つの感応量となす。
もし上述の検出方法を二つの静電容量式タッチコントロールＩＣが共同で同一軸方向を走
査する場合に応用するなら、図４のように、同時にトレースＴＲＸ７及びＴＲＸ８に対し
て充電放電によりトレースＴＲＸ７及びＴＲＸ８のＡＤＣ値を取得し、取得したＡＤＣ値
をトレースＴＲＸ７の感応量となす。これから類推されるように、トレース８及びトレー
ス９のＡＤＣ値を利用してトレースＴＲＸ８の感応量を決定し、トレース９及びトレース
１０のＡＤＣ値を利用してトレースＴＲＸ９の感応量を決定する。以上の記載に照らして
、大サイズタッチパネル２２のトレース１０の感応量はトレースＴＲＸ１０及びトレース
１１のＡＤＣ値により判断されるべきであるが、トレースＴＲＸ１０はタッチコントロー
ルＩＣ２４に接続され、トレースＴＲＸ１１はタッチコントロールＩＣ２６に接続され、
このため、境界部分のトレース１０の感応量はただトレースＴＲＸ１０のＡＤＣ値により
判断され、このためにトレースＴＲＸ１０の感応量に不正確或いは小さく偏る状況が発生
する。
【００１２】
　図５は境界問題を解決する第１実施例を示し、タッチコントロールＩＣ２４がトレース
ＴＲＸ１からトレース９を走査する方法は前述したとおりであり、毎回２本のトレースを
選択して充電放電を実行して該２本のトレースのＡＤＣ値を取得して該２本のトレースの
うち１本の感応量を決定する。境界部分のトレースＴＲＸ１０を走査する時は、まず図５
のステップＳ３０を実行し、境界部分のトレースＴＲＸ１０前後の数本のトレースのＡＤ
Ｃ値を取得する。例えば、境界部分のトレースＴＲＸ１０の前後各１本のトレースＴＲＸ
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Ｃ値をローバンドパスフィルタリングし、最後にステップＳ３４において、ＡＤＣ値を平
均ろ波して良好なＡＤＣ値を獲得して境界部分のトレースＴＲＸ１０の感応量となす。
【００１３】
　図６は境界問題を解決する第２実施例を示し、タッチコントロールＩＣがトレースＴＲ
Ｘ１からＴＲＸ９を走査する方法は前述したとおりであり、毎回２本のトレースを選択し
て充電放電を実行して該２本のトレースのＡＤＣ値を取得して該２本のトレースのうち１
本の感応量を判断する。境界部分のトレースＴＲＸ１０を走査する時、単一トレース走査
モードに切り換え、単一のトレースＴＲＸ１０のみ使用してＡＤＣ値を判断並びに読み取
る。この方法はまず境界部分のトレースＴＲＸ１０に対して充電放電してトレースＴＲＸ
１０の第１ＡＤＣ値を取得し、これは図６のステップＳ４０に示されるとおりであり、続
いて、ステップＳ４２で第１ＡＤＣ値に対して調整を行うことで、より良好な第２ＡＤＣ
値を獲得して境界部分のトレースＴＲＸ１０の感応量となし、例えば第１ＡＤＣ値に２を
乗算して該第２ＡＤＣ値を得る。
【００１４】
　図７は境界問題を解決する第３実施例を示し、この実施例中、各タッチコントロールＩ
Ｃ２４及び２６は毎回ただ１本のトレースを使用して充電放電を辞意以降してＡＤＣ値を
読み取り、これはステップＳ５０のようであり、続いて、読み取ったＡＤＣ値を利用して
使用するトレースの感応量を判断し、これはステップＳ５２のとおりである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】伝統的な、小サイズのタッチパネルに応用されるＡＩ型の投影型容量式センシン
グ技術の表示図である。
【図２】伝統的な、大サイズのタッチパネルに応用されるＡＩ型の投影型容量式センシン
グ技術の表示図である。
【図３】本発明が適用される二つ以上のＡＩ型の投影型容量タッチコントロールＩＣを使
用してタッチパネルを走査する静電容量式タッチコントロール装置２０を示す。
【図４】図３の局部拡大図である。
【図５】境界問題を解決する本発明の第１実施例図である。
【図６】境界問題を解決する本発明の第２実施例図である。
【図７】境界問題を解決する本発明の第３実施例図である。
【符号の説明】
【００１６】
１０　小サイズタッチパネル　　　　　１２　タッチコントロールＩＣ
１４　大サイズタッチパネル　　　　　２０　静電容量式タッチコントロール装置
２２　大サイズタッチパネル　　　　　２４　タッチコントロールＩＣ
２６　タッチコントロールＩＣ
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